
世界の高等教育機関の学生数と大学進学率の増加

○ 世界の高等教育機関の学生数はこの１０年で２倍近くの増加。

○ 先進諸国の多くが、大学進学率を上昇させる中で、日本の伸びは低位。先 諸国 多 、 学 学率を 昇 中 、 本 伸 低位。

（％）
（億人）

（折れ線グラフ：大学進学率） （積み上げグラフ：高等教育機関学生数）

OECD平均

学生数はUNESCO「Global Education Digest 2009」、進学率はOECD「Education at a Glance」を基に作成。ただし1990年のデータについては、日本、アメリカ、イギリス、ドイツに
ついては文部科学省調べ。韓国、オーストラリアについては、UNESCO「 Global Education Digest 」
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○高等教育進学者数（推計）とGDPの伸び

日本のデータは文部科学省調べ（短大含む）。
【1990の進学率】UNESCO,“Statistics (Historical data)”を基に作成。ただし、アメリカ、イギリスについては、文部科学省「教育指標の国際比較」 【2009の進学率】OECD, ”Education at a Glance 2011”ただし、タイについては、
UNESCO,“Statistics 【学生数】文部科学省「教育指標の国際比較」の在学者数から推計。フィンランド、スウェーデン、タイ、韓国の1990年、オーストラリアの1990年は: UNESCO,“Statistics (Historical data)”の在学者数から推計。オーストラリア
の2009年はOECD ,”Statics”による入学者数。
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（参考）各国の高等教育機関への進学における25歳以上入学者の割合

歳以上 入学者 割合 国際比較 （ 年）

就業を目的とする高等教育機関への入学者のうち２５歳以上の
割合は、ＯＥＣＤ各国平均約４割に達し、社会人学生も相当数
含まれる一方、日本人の社会人学生比率は約１７％と低い。

大学入学者のうち２５歳以上の割合は、ＯＥＣＤ各国平均
約２割に達し、社会人学生も相当数含まれる一方、日本人
の社会人学生比率は２．０％と低い。
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出典：ＯＥＣＤ教育データベース（2009年）。ただし、日本の数値については、

「学校基本調査」及び文部科学省調べによる社会人入学生数（短期大学及び専修学校（専門課程） ）
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出典：ＯＥＣＤ教育データベース（2009年）。ただし、日本の数値については、

「学校基本調査」及び文部科学省調べによる社会人入学生数）

大学の学士課程への社会人入学者数（推計）は、平成１３年度の約１．８万人をピークに、平成２０
年度の約１万人まで減少 その後 増加し 平成２３年度は約１ ２万人

社会人入学者数（推計）の推移（大学）

年度の約１万人まで減少。その後、増加し、平成２３年度は約１．２万人。
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※ 「社会人」とは、当該年度の５月１日において、給与、賃金、報酬、その他の経常的な収入を目的とする仕事についている者（企業等を退職した者，及び主婦などを
含む）
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含む）。

※ 通学の社会人入学者は、「国公私立大学入学者選抜実施状況」の「社会人特別入学者選抜による入学者数」を引用。

※ 通信、放送大学は推計である（「学校基本調査報告書（高等教育機関編）」をもとに，通信制学生のうち職についている学生の割合から按分等）

資料 ： 文部科学省 「学校基本調査」等
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短期大学士課程への社会人入学者数は平成１６年度の約３．３千人をピークに平成２０年度の約２．
５千人まで減少 その後 増加し 平成２３年度は約３千人

社会人入学者数（推計）の推移（短期大学）

５千人まで減少。その後、増加し、平成２３年度は約３千人。
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※ 通学の社会人入学者は、「国公私立大学入学者選抜実施状況」の「社会人特別入学者選抜による入学者数」を引用。
※ 通信の社会人入学者は推計である（「学校基本調査報告書（高等教育機関編）」をもとに、通信制学生のうち職についている学生の割合から按分）。
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資料 ： 文部科学省 「学校基本調査」

社会人入学者数（推計）の推移（大学院）

博士・修士・専門職学位課程への社会人入学者数（推計）は，平成２０年の約１．９万人をピークに
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※ 通信及び放送大学の社会人入学者は推計である（「学校基本調査報告書（高等教育機関編）」をもとに，通信制学生のうち職についている学生の割合
から按分）。
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大学（国・公・私立）公開講座実施状況
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出典：文部科学省「平成23年度開かれた大学づくりに関する調査」（平成24年3月）

社会人の受入れ状況の推移（専修学校）

社会人の入学者数は、増減があるものの、平成１９年以降は増加。特に専門課程の増加が顕著。平成社会人の入学者数は、増減があるものの、平成１９年以降は増加。特に専門課程の増加が顕著。平成社会人の入学者数は、増減があるものの、平成１９年以降は増加。特に専門課程の増加が顕著。平成

２３年の私立専門学校における社会人受入れ数は、約６万１千人。職業訓練等の附帯事業を含める

と、総数で約１０万８千人を私立専修学校に受け入れている

社会人の入学者数は、増減があるものの、平成１９年以降は増加。特に専門課程の増加が顕著。平成

２３年の私立専門学校における社会人受入れ数は、約６万１千人。職業訓練等の附帯事業を含める

と、総数で約１０万８千人を私立専修学校に受け入れている
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※ 出典：文部科学省 専修学校教育振興室調べ （調査対象：私立の専修学校）
※ 「社会人」とは、当該年度の５月１日現在において、職に就いている者、すなわち給料、賃金、報酬、その他の経常的な収入を目的とする仕事に就いている者、又は企業等を退職した者、

又は主婦をいう。
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世界の留学生数と各国の海外留学生の推移

○ ２０年間で、世界全体の留学生は約３倍に増加し３７０万人。そのうち、日本への留学生の割合は３.６％にとどまる。
○ 日本の留学生の受け入れ数は１０年前と比べて増加しているが、主要国と比べると少ない。（米国の約２割、英国の約３割）

1990 1995 2000
2005

2009

【世界の留学生数の拡大】

○ 日本の留学生の受け入れ数は 年前と比 て増加して るが、主要国と比 ると少な 。（米国の約 割、英国の約 割）
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出典：中国、韓国、インド OECD「Education at a Glance2011」、アメリカ IIE「OPEN DOORS」
日本 アメリカへの留学はIIE「OPEN DOORS」、中国への留学は中国教育部、
その他の国はOECD「Education at a Glance2011」、UNESCO「Institute for Statistics」国別留学生の受入れ数の推移
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出典：米国はIIE「OPEN DOORS」、日本は日本学生支援機構「留学生数調査」、その他の国は各国統計データより

第２回グローバル人材育成推進会議（平成２４年６月４日）資料３より
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